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第２１回 定時総会開催される 
 

平成１７年５月１９日（木）午後３時から東 

京都中央区八丁堀・日本フィッシング会館８階 

大会議室において第２１回定時総会が開催された。  

第２１期（平成１６年度）事業報告・決算報 

告を承認し、第２２期（平成１７年度）の事業 

計画（案）・収支予算（案）を承認可決した。 

また、任期満了に伴う役員改選が行われ選考 

結果は次頁のとおり満場一致で承認された。 

鈴木健児副会長が開会の辞を述べ、塩澤美芳 

会長が挨拶し、公正取引委員会事務総局経済取 

引局消費者取引より菅久修一課長、八子洋一規 

約第一係長が出席され菅久課長より挨拶をいた 

だいた。塩澤美芳会長が議長となり議案審議に 

入った。とくに、第２２期事業計画では、「公 

正マーク見直し」「公正競争規約の見直し」のまとめ実施することが承認された。引き続き、

新委員会委員が紹介され、最後に小島忠雄理事が閉会の辞を述べた。その後の懇親会では 

櫻井宏克新会長から就任の挨拶、公正取引委員会八子洋一係長に乾杯の挨拶をいただき出席

者と和やかに懇談された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国釣竿公正取引協議会 
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第２２・２３期（平成１７年度～平成１８年度） 

理 事 ・ 監 事 名 簿 

 

役職 氏    名 社         名 

会長 櫻 井  宏 克  櫻井釣漁具㈱会長 

副会長 小 島  忠 雄 ダイワ精工㈱社長 

会計理事 藤 井  治 幸 ㈱がまかつ副社長 

理事 小 島  邦 弘 ㈱スミス社長 

理事 酒 井  貞 彦 ㈱ティムコ会長 

理事 島 野  容 三 ㈱シマノ社長 

理事 高 宮  俊 諦 ㈱タカミヤ社長 

理事 加 藤  誠 司 ㈱ジャッカル社長 

理事 橋 本  俊 哉 ㈲エバーグリーンインターナショナル社長 

理事 塩 澤  直 人 ㈱天龍社長 

理事 鈴 木  健 一 ㈱上州屋専務 

監事 鈴 木    隆 ㈱リチャーズ社長 

監事 高 橋  友 久 ㈱ケーテー関東社長 

 

 

 

 

＜第２２期（平成１７年度）事業計画＞ 

１．「釣竿の表示に関する公正競争規約」と施行規則等に関

する事業 

 （１）「釣竿の表示に関する公正競争規約」と施行規則等

の遵守活動 

 （２）認定および認定書発行業務 

 （３）公正マークの頒布拡大、普及活動 

 （４）公正マークの海外商標権設定と告知 

 （５）研修会の実施 

２．広報・宣伝に関する事業 

 （１）公正マークと感電事故防止策の広報活動 

 （２）公正マークおよび感電事故防止のポスター配布 

 （３）ホームページの拡充 

 （４）広報誌の発行 

３．調査指導に関する事業 

 （１）「公正マーク」の見直し作業 

 （２）「釣竿の表示に関する公正競争規約」等の見直し作 

   業 

  

 

 

 

 

（３）感電事故防止策（電力、鉄道等の関係事業体との

連携、協力） 

（４）感電事故防止ポスター配布（漁業行動組合との連

携） 

（５）製造物責任法（PL法）、容器リサイクル法への対 

  応 

（６）公正競争規約・製造物責任法等に関する消費者か

らの苦情相談 

４．関係官公庁および関連団体との連絡、協調に関する事 

  業 

（１）公正取引委員会事務局および社）全国公正取引協

議会連合会との連携 

（２）日本フィッシング会館への展示協力 

５．会員募集の積極的な展開 

６．委員会新設 

  ビジョン委員会・広報委員会・規約委員会 

７．日釣工との連携 
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第１回 ビジョン委員会 

「公正マーク見直し」検討される 
 
平成１７年６月２０日（月）午後１時より、大阪・御堂会館会議室において第１回ビジョ

ン委員会が開催された。 
出席者は、委員およびオブザーバーとして塩澤美芳顧問の５名となった。      
１． 会議の要領および議決結果 
事務局より出席委員を確認し、資料について説明した後、以下の案件について協議し

た。 
 （１）今後の活動方針について 
     釣竿公取協として単独で今後も運営していくのか、日釣工と合体し運営していく

のかについて、過去には管轄官庁が違うことから日釣工との合体は難しいとされ

てきた。現在ではそのような事はなく別の公取協議会での事例を挙げた。また、

当協議会会員の多数は日釣工の会員であることを考え加えて、日釣工に釣竿部会

があることも検討したところ、いずれは合体の方向が望ましいとの意見が交わさ

れた。  
 （２）公正マークの見直しについて 
     総会資料により現在の収支を考えると、公正マーク頒布することが直接収益に繋

がらないことが判る。数種類のマーク在庫を抱え出荷の手間を考え、また、ルア

ー竿フライ竿のように極細な釣竿に公正シールを貼ることが困難な点からみても

早急に見直しを考える方向となった。 
     公正取引委員会担当官に指導を仰ぎながら以下の点を踏まえ今後見直し作業を進

めることとした。 
① 印刷で対応とする 
② 新規デザインとする 
③ 発表は平成１８年２月開催のフィッシングショーとする 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※会員の皆様のご要望・ご意見等を 

事務局までご連絡お願いいたします。 
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公正マーク見たことありますか？ 

                              

 

 

全国釣竿公正取引協議会 
                       〒104-0032東京都中央区八丁堀 2-22-8 
                             日本フィッシング会館５Ｆ   

                             TEL 03-3206-1130 FAX 03-3206-1140

事務局だより 

第１回ビジョン委員会が開催されました。 

現在の状況を各委員会で意見交換されることと 

思います。情報を公開していく所存ですので、会員

の皆様のご意見もお聞かせいただければ幸いです。 

 


